
（３）担当者別・作業内容別労務費

【目的】
前項の内容をさらに詳細に担当者別に分析します。
この分析を行うには、担当者別に「作業日報」を作成する必要があります。

【方法】
①「労務費」の「消費」を押し一覧表示します。
②「入出庫分類」ごとに集計し、直接作業分と間接作業分に分けます。
③「部署」ごとに集計し、内容を確認します。
④「時間」と「原単」の情報を付加します。
⑤「担当者」ごとに集計し、内容を確認します。
⑥「原価内容」ごとに集計し、作業内容別の「単価」「時間」「金額」を確認します。

【ＳＨＩＮの手順】
①「労務費」の「消費」を押し一覧表示します。
②集計パネルを使って「入出庫分類」ごとに集計します。
③集計パネルを使って「部署」ごとに集計します。
④集計パネルを使って「担当者」ごとに集計します。
⑤集計パネルの“値”に「原数（＝原価数量（時間）」と「原単（＝原価単価）」を落とします。

【ポイント】
担当者別の分析は「作業日報」の記載の精度に依存します。全員が詳細に、正しく記載されて

いるのであれば、原価計算が正確になり、原価管理情報も極めて有用なものになります。

特に、担当者別の作業分析データを使って以下のような観点から原価分析を進めるのは非常
に有効です。

・直間作業割合
・工程の直接作業単位時間の見直し
・部署別人員過不足と作業構成の検討
・間接作業分析
・労務費レートの見直し
・外注費比較
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